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県
立
大
（
山
口
市
）
で
韓
国

語
を
学
ぶ
学
生
が
、
韓
国
の
結

婚
事
情
や
環
境
問
題
な
ど
を
紹

介
し
定
情
報
誌
「
県
大
生
の
韓

国
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
４
号
を
発

行
し
た
。
硬
軟
織
り
交
ぜ
た
話

題
を
若
者
の
視
点
で
取
り
上
げ

て
お
り
、
学
生
ら
は
「
手
に
と

っ
て
韓
国
を
知
る
き
っ
か
け
に

し
て
」
と
呼
び
か
げ
て
い
る
。

Ａ
４
判
４
鋸
１
の
カ
ラ
ー
刷

り
。
「
メ
デ
ィ
ア
で
伝
わ
り
に

く
い
韓
国
の
一
面
を
知
ら
せ
た

い
」
と
昨
春
創
刊
し
、
春
と
秋

に
２
５
０
０
部
蓬
発
行
し
て
い

県
奎
結
婚
事
情
や
環
境
問
題
一
紹
介

韓国情報誌第４号発行

ろ
。
国
際
文
化
学
部
の
韓
国
語

学
研
究
室
に
所
属
す
る
３
，
Ｊ
‐

年
生
７
Ｊ
８
人
が
編
集
ス
タ
ッ

フ
で
熱
授
業
や
サ
ー
ク
ル
活
動

の
合
間
を
縫
っ
て
、
編
集
会
議

や
取
材
、
記
事
作
成
差
こ
な
し

て
い
る
。

梱
月
発
行
の
最
新
号
で
は
、

環
境
に
配
慮
し
て
樋
燃
料
に
天

然
ガ
ス
利
用
を
呼
び
か
け
て
走

る
ソ
ウ
ル
の
バ
ス
を
取
り
上
げ

だ
。
４
年
生
の
畑
野
友
里
惠
さ

ん
（
軍
）
は
「
温
暖
値
対
策
は
曰

本
よ
り
進
ん
で
い
る
か
も
」
と
一

感
想
と
と
も
に
紹
介
。
プ
ラ
イ

編集を担当す」ろ韓国語学研究室の学生ら

ダ
ル
業
界
に
就
職
予
定
の
垣
下

友
希
さ
ん
（
配
）
は
大
勢
の
人
が

参
加
す
る
韓
国
の
結
婚
式
を
写

真
付
き
で
掲
載
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
韓
国
総
領
事
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
チ
マ
チ
ョ

ゴ
リ
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
日
韓

一
浬
方
の
留
学
生
紹
介
な
ど
も
載

せ
て
き
た
。
文
部
科
学
省
の
地

域
活
性
化
事
業
の
支
援
』
を
受
け

て
発
行
し
て
お
り
、
同
大
近
く

の
Ｊ
Ｒ
宮
野
駅
や
県
立
図
書

｜
鑓
、
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー

｜な建戸傘銅轆読乳竺》雷》
卒
論
以
外
に
形
に
な
る
も
の
を

残
せ
て
良
か
っ
た
」
と
満
屋
げ
。

ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
今
後
も
年
２
回

発
行
予
定
で
、
同
研
究
室
の
林

峰
情
准
教
授
は
「
大
学
で
学
ん

だ
情
報
壷
地
域
に
発
信
で
き
る

貴
重
な
媒
体
。
多
く
の
人
に
読

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。


